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あけましておめでとうございます
教科書議員２年目の壁！新たな決意で後半戦へ！！

整備を待つ中部小運動場拡張用地

整備の急がれる杣川河川改修

世の中、教科書通りにいかないことは１００も承知で立候補、父の地盤や看板、母や妻の支え、
そして、木村泰男に夢を託してくださった多くの皆さんのご支援を得て、市議会へ送り出して頂
いてから２年が経過しました。
最初の１年は何もわからない中、がむしゃらに突っ走れましたが、少し物事のわかってきた２

年目はやはり何かに付けペースダウン。特に７割を占める最大会派清風クラブの中はチャレンジ
を忘れさせます。折り返し点を過ぎた今、所属委員会を始めとして多くのことが一新されました。
心機一転して臨まなければと決意を新たにするところです。ここで、昨年に続き、「夢来甲賀」定
期便をもとに、この１年間の報告を全町版として発行させていただきます。皆さんの忌憚のない
ご意見ご要望をお寄せください。
文字ばかりで申し訳ありません。書きたいこと、伝えたいことがいっぱいあって・・・！

甲
南
町
関
連
予
算
要
望
行
う

清
風
ク
ラ
ブ
甲
南
支
部
で
は
、
昨
年
十
二
月
、
市
長
に

対
し
て
平
成
二
十
年
度
予
算
に
対
す
る
予
算
要
望
を
行
い

ま
し
た
。
財
政
難
の
折
、
前
年
度
よ
り
継
続
し
た
要
望
事

項
の
多
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。
引
き
続
き
実
現
に
向

け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①

新
名
神
甲
南
Ｉ
Ｃ
・
Ｐ
Ａ
の
後
背
整
備
の
促
進

②

Ｊ
Ｒ
寺
庄
・
甲
南
駅
整
備
事
業
の
促
進

③

福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
の
確
保

④

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
甲
南
防

災
無
線
へ
の
接
続

⑤

第
三
消
防
署
の
建
設
促
進

⑥

特
産
品
加
工
拠
点
の
整
備

⑦

甲
南
公
民
館
の
調
理
機
能
の
確
保

⑧

甲
南
中
部
小
学
校
の
運
動
場
・
ブ
ー
ル
の
整
備

⑨

学
童
保
育
所
「
甲
南
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」
の
施
設
整
備

⑩

希
望
ヶ
丘
地
区
へ
の
警
察
官
派
出
所
の
設
置

⑪

県
道
・
市
道
の
整
備

・
小
佐
治
甲
南
線

・
水
口
甲
南
線

・
杉
谷
嶬
峨
線

・
甲
南
阿
山
伊
賀
線
成
田
牧
場
下
～
広
域
農
道
間
の
改
修

・
阿
山
甲
南
甲
賀
線
池
田
～
野
川
間
の
改
修

・
野
尻
上
馬
杉
線
の
歩
道
設
置

・
希
望
ヶ
丘
～
国
道
三
〇
七
号
線
を
経
由
し
た
貴
生
川
駅
線

の
新
設

・
広
域
農
道
の
改
修
と
県
道
昇
格

⑫

河
川
改
修
の
促
進

・
杣
川
、
滝
川
、
磯
尾
川
の
改
修
工
事
の
促
進

ど
う
な
っ
て
る
の
？

十
二
月
議
会
の
注
目
点

甲
賀
病
院
移
転
問
題
は

昨
年
末
に
公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
で
懸
案
と
な
っ
て
い
た
病
院

移
転
問
題
に
進
展
の
あ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
議
案
と
は

な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
本
来
な
ら

平
成
二
十
年
度
に
は
完
成
し
て
い
た
は

ず
な
の
で
す
が
・
・
・
。

私
た
ち
甲
賀
市
民
の
医
療
の
要
と
し

て
、
早
期
の
決
着
が
臨
ま
れ
ま
す
。

あ
い
こ
う
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
甲
賀
市
で
は
、
民
間
活
用
に

よ
っ
て
、
市
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

敷
設
し
、
Ｔ
Ｖ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｐ
電
話
で
、
地
域
情
報
や
行
政
情
報

を
全
市
に
く
ま
な
く
配
信
す
る
た
め
の

基
盤
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
に
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

市
内
の
情
報
関
連
事
業
所
と
の
調
整

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
技
術
革
新
が

早
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
難
問
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

甲
南
イ
ン
タ
ー
は

世
の
中
、
予
算
不
足
で
事
業
の
進
捗

に
遅
れ
を
来
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
完

成
の
早
ま
る
こ
と
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
新
名
神
は
一
年
以
上
開
通

が
早
ま
り
、
甲
南
イ
ン
タ
ー
の
供
用
開

始
も
新
名
神
開
通
後
一
年
を
待
た
ず
、

早
く
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

時
期
は
正
式
に
は
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
「
六
月
？
」
と
の
巷
の
噂
す
ら
耳

に
し
ま
す
。
西
日
本
道
路
会
社
は
一
日

も
早
く
完
成
さ
せ
儲
け
た
い
意
向
で
す

が
、
甲
南
イ
ン
タ
ー
は
県
費
負
担
工
事

で
す
の
で
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

四
万
十
川
水
難
事
故
は

市
教
委
主
催
の
野
外
体
験
事
業
の
中

で
、
美
馬
沙
紀
さ
ん
、
藤
田
真
衣
さ
ん

の
尊
い
命
を
奪
っ
た
水
難
事
故
か
ら
半

年
。

月
末
に
は
事
故
報
告
書
と
野
外
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活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
公
表
さ
れ
、

月
12

議
会
中
に
は
関
係
者
に
対
す
る
厳
し
い

処
分
も
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
残
さ
れ
た
課
題
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
と
共
に
、
社
会
教
育
の

諸
活
動
に
お
い
て
も
、
学
校
教
育
等
の

ノ
ー
ハ
ウ
に
学
び
、
再
び
惨
禍
を
繰
り

返
さ
ぬ
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す
。

今
議
会
に
は
、
都
市
計
画
法
、
建
築

基
準
法
に
規
定
す
る
開
発
事
業
の
許
可

権
限
が
県
か
ら
市
に
委
譲
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
「
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守

り
育
て
る
条
例
」
「
甲
賀
市
開
発
許
可

の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
」
「
甲
賀
市

国
土
利
用
計
画
の
策
定
」
の
三
条
例
が

上
程
さ
れ
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
新
名
神
開
通
に
伴
う
企
業
進

出
等
を
考
え
る
時
、
今
後
の
甲
賀
市
の

土
地
利
用
、
開
発
計
画
に
関
わ
る
最
重

要
案
件
と
考
え
質
問
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
ひ
と
つ
釈
然
と
し
な
い
ま
ま
通

過
し
ま
し
た
。
特
に
甲
南
イ
ン
タ
ー
を

中
心
と
す
る
開
発
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
今
後
も
注
視
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
開
発
権
限
が
県
か
ら
市

へ
委
譲

「
甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業
」

に
少
額
の
補
正
予
算

甲
南
駅
前
線
の
設
計
業
務
委
託
と
し

て
、
百
二
十
万
円
と
少
額
で
は
あ
り
ま

す
が
、
補
正
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。
財

政
難
に
プ
ラ
ス
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
と
し
て
、
甲
賀
駅
と
寺
庄
駅

の

周

辺

整

備

事

業

、

信

楽

町

長

野

地

区

の

整

備

事

業

が

現

在

も

進

行

中

と

あ

っ

て

、

大

き

な

進

展

の

見

ら

れ

な

い

状

況

が

続

い

て
い
ま
す
。

市
議
選
、
市
長
選
の
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
は
否
決

市
議
選
や
市
長
選
に
、
意
欲
あ
る
誰

も
が
立
候
補
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
公
職
選
挙
法
に
合
わ
せ
、
選
挙
カ

ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
（
市
長
選
の
み
）

を
公
費
負
担
（
市
議
選
で
約
百
万
円
）

す
る
も
の
で
す
。
九
月
議
会
で
は
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
難
や
市

民
感
情
に
留
意
す
る
中
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
基
本
的
に

は
賛
成
で
す
が
、
甲
賀
市
独
自
の
負
担

基
準
を
定
め
る
べ
き
と
し
て
反
対
し
ま

し
た
。

議 場 風 景



◎
市
奨
学
資
金
の
給
付
条
件
の

緩
和
は

◎
事
業
仕
分
け
の
結
果
は

◎
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
市
民
の
声
を

一

二

月

議

会

◎
総
合
計
画
と
各
種
計
画
は

①
総
合
計
画
と
各
種
計
画
の
間
に
整

合
性
は
あ
る
の
か

②
市
民
と
の
協
働
で
計
画
を
策
定
し

周
知
す
る
方
策
と
は

③
計
画
立
案
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

利
用
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
！

◎
消
防
団
組
織
に
関
わ
っ
て

①
甲
南
の
補
助
消
防
と
自
主
防
災
組

織
の
関
係
は

②
消
防
団
へ
の
な
り
手
不
足
の
中
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
団
編
成
を
す

べ
き
で
は

③
広
域
化
し
た
団
運
営
の
再
検
討
と

市
の
消
防
団
へ
の
支
援
に
つ
い
て

三

月

議

会

◎
新
名
神
開
通
！
甲
賀
の
観
光

開
発
を

④
今
後
の
事
業
仕
分
け
は

⑤
事
業
仕
分
け
の
具
体
的
な
結
果
は

⑥
職
員
の
感
想
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

九

月

議

会

◎
甲
南
駅
周
辺
整
備
は

◎
危
機
管
理
の
現
状
と
課
題

こ ん な 活 動 を し ま し た ！

◎ 議会終了後、市議会報告「夢来甲賀」を
支援者の皆さんのお宅にポスティングさ
せていただいています。つたないもので
すが、ご希望の方は下記の電話・ＦＡＸ
・メールでお知らせください。ご意見ご
要望も合わせお待ちしております。

◎ 市に対する要望や質問を木村までお知ら
せ下さい。関係部署への働きかけ､ 議会
での質問等で対応させていただきます。

◎ 12月発行予定が遅れましたことをお詫び
いたします。

TEL･FAX：０７４８－８６－２２３９
e-mail: yumekurukimura@ybb.ne.jp

①
５
町

の
観
光
協
会
の
連
携
強

化
を

②
甲
賀
流
忍
術

の
観
光
拠
点

に
忍
術

館

の
整
備
を
推
進

し
て
は

③
甲
南
イ

ン
タ
ー
の
名
称

に
「
忍
者

の
里
」

を
付
け
Ｐ
Ｒ

し
て
は

④
イ

ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や

観
光
案
内
板

の
設
置

を

①

年
度

事
業
着

手
に
向

け
た
状
況

は

21
②
駅
前
線

用
地
測
量

の
現
状
は

③
今
年
度
着

手
予

定
の
駅
前

広
場

の
用

地
測
量

は

④
来
年
度

よ
り
用
地
買
収

の
め

ど
は

六

月

議

会

①
地
震
や
風
水
害

、
火

災
な
ど
の
緊

急

通
報
シ

ス
テ
ム

の
現
状
と
今
後

の
整
備
は

②
甲
南
の
防
災
無
線

に
「
緊
急

地
震

速
報
」

の
導
入

を

③
火

災
等
が
深
夜

に
発
生

し
た
場

合

の
通
報
シ

ス
テ
ム

は

④
緊
急

事
態

に
対

応
す
る
自
主
防
災

組
織
の
組
織
率

は

⑤
自
主
防
災
組
織
の
活
動

状
況

は

⑥
緊
急
時

の
生
活
弱
者

へ
の
対

応
は

そ

の
他

の
質
問

◎
甲
賀
市
児
童
ク

ラ
ブ

条
例

に
係
る
指

定
管
理
者
制
度
導
入

に
対

す
る
異

議

に
申

し
立
て

（

月
議
会

）

12

◎
新
名
神
甲
南
イ

ン
タ
ー
線

と
広
域
農

道
交
差

地
点

の
土

地
取
得

の
取

り
や

め

に
つ
い
て

（
３

月
議
会

）

◎
市
長

開
会
の
挨
拶

に
お

け
る
市
財
政

状
況

に
つ
い
て

（
９

月
議
会

）

大

き
な
つ
ぶ
や

き

お
返

し

「
こ
ん

な
成
果
が

あ
り
ま

し
た
！
」

と
言

え
れ
ば

い
い
の
で
す
が

、
残
念

な
が
ら
皆

さ
ん

に
お
返

し
で
き
る
成
果
と
言
え

る
も

の
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん

。
頭

の
中
だ
け

で
、
動

き
が

足
り
ま
せ
ん

で
し
た
！

教
科
書
人

間

元
高
校
教

員
で
頭
が
堅
く

、
元
社

会
科

教

員
で
理
想
中
心

の
教
科
書
人

間
の
た

め

、
現
実

の
政
治
世
界

に
対

応
し
き
れ
ず

困
惑

し
て
い
ま

す
。
回

り
の
皆
さ
ん

は
も

っ
と
困
惑

し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ

う
ね

！

大

学
院
生

に
な
り
ま

し
た
！

昨
年
４

月
、
放
送
大

学
大

学
院
文

化
科

学
研
究
科
政

策
経

営
プ
ロ
グ

ラ
ム
（

地
方

自
治
）

に
合
格

し
、

歳

に
し
て
現
役

の

58

大

学
院
生

と
な
り
ま

し
た
。
履
修
単
位

の

ほ

と
ん

ど
は
今
ま

で
に
取
得

し
ま

し
た
の

で
、
残

る
は
修
士
論
文

。
月
一
回

、
横
浜

ま

で
天
川
教
授
（
横
浜
国
大
）

の
ゼ
ミ

を

受

け
に
行

っ
て
い
ま

す
。
論
文
テ

ー
マ
は

「

地
方
議
会
に
お

け
る
民
主
政
治
上

の
諸

課
題
に
関
す
る
考
察
」
―

地
方
分
権
時
代

に
お

け
る
市
議
会
の
あ
り
方
―

と
い
う
大

層

な
テ

ー
マ
だ
け
は
設

定
し
ま

し
た
が

、

中
身

は
こ
れ

か
ら

。
勉
強

す
れ
ば

す
る
ほ

ど
現
実

か
ら
遊
離

し
そ

う
で
す
！

還
暦今

年
還
暦

を
迎
え

る
こ

と
と
な
り
ま

し

た
。
昭

和

年

に
生

を
受

け
た
ベ
ビ

ー
ブ

23

ー
マ
ー
の
多
く

は
今
年

で
現
役

を
終
え
ま

す
。
長

い
間
ご
苦
労
様

で
し
た
。
皆
さ
ん

と
一
緒

に
な
っ
て
明
日

の
甲
賀
の
た
め

に

尽
く

し
て
参

り
た
い
と
思

い
ま

す
。

後
半

の
所
属
委

員
会

教
常
任
委

員
会

古
巣

の
教
育

分
野

を
担
当

す
る
文
教
常

任
委

員
会
に
所
属

す
る
こ

と
に
な
り
ま

し

た
。
し
か
し
、
私

の
か
つ
て
の
職
場

は
県

教
育
委

員
会
の
管
轄
下

に
あ
る
高
校

な
の

で
、
幼
稚
園

と
義
務
教
育

の
小
・

中
学
校

、

さ
ら

に
は
社

会
教
育
ま

で
も
担
当

す
る
市

教
育
委

員
会
は
ま

っ
た
く
別

組
織
と
も
言

え
ま

す
。
ま

た
１

か
ら
勉
強

で
す
。
た
だ
、

学
校
教
育

に
限

っ
て
言
え
ば
「
子

ど
も
」

を
対
象

と
す
る
こ

と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん

。
教
育

の
原
点

に
立
ち
帰

り
、
子

ど

も
達

の
た
め

に
努
め

て
参

り
ま

す
。

広
報

特
別
委

員
会

「
お
世
話

に
な
り
ま

し
た
。」

と
言

っ
て

退
任

の
挨
拶
ま

で
し
た
の
で
す
が

、
再
度

広
報

を
担
当

す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
。

委

員
会
活
動

で
も
述

べ
ま

し
た
よ
う
に
、

勉
強

に
は
な
り
ま

す
が

、
原
稿
書

き
な
ど

か
な
り
し
ん

ど
い
部

分
も

あ
り
ま

す
。

広
報

は
市
政

と
市
民
の
皆
さ
ん

を
繋
ぐ

最
も
大
切

な
情
報

手
段

で
す
。励
み
ま

す
！

地
域
情
報

化
特
別
委

員
会

高
度
情
報

化
の
進
展

に
は
め
ざ
ま

し
い

も

の
が

あ
り
、
ハ

ー
ド
面
も
ソ
フ

ト
面

で

も
日
々
変

化
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
甲
賀
市
に
ど
の
よ
う

な
情
報
網

を
巡
ら

す
の
か
、
情
報
格
差

を

生
ま

な
い
よ
う
に
す
る
方
策
は
、
高
齢
者

へ
の
対

応
や
緊
急
時

の
対

応
等
々

課
題
は

山
積

で
す
。
引

き
続

い
て
の
担
当

、
励
み

ま

す
！

四月に入学した放送大学大学院天川ゼミ（地方
自治）で韓国を訪問。青瓦台（大統領府）にて

続

け
て
ま

す
議
場

で
の
一
般
質
問

①
事
業
仕
分
け
の
意
義

と
目

的
は

②
ど
う
生

か
さ
れ

た
か
。

③
成
果
と
課
題
は

委

員

会

活

動

総
務
常
任
委

員
会

総
務
部

、
企

画
部

、
財
務
部

の

所

管
事
項

を
審

議
し
ま

し
た
。
ど

の
部
も

合
併

後
の
市
政
構
築

の
た

め

の
重
要

課
題
に
取

り
組
ん

で
き

ま

し
た
。

※

総
務
常
任
委

員
会
は
市
行
政

の
中
心

部

分
に
関
わ
る
事
案
を
扱

う
だ
け
に

勉
強
も
必
要

で
、
頭

を
掻

き
つ
つ
の

２
年

間
で
し
た
。
立
ち
上
が

っ
た
ば

か
り
の
市
政

を
方
向
づ

け
る
重
要

な

場

で
し
た
。

第

二

名

神
対

策

特
別

委

員

会

す
ば
ら

し
い
自
然
景

観
が
続
く

や
ま

な
み
高
速
道

と
も
言
え

る
新

名
神
高
速
道

の
供

用
が

開
始
さ
れ

ま

す
。
甲
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ

の
供

用
開
始

は
本
線

開
通
よ
り
一

年
遅
れ

る
と
の
こ

と
で
し
た
が

、

完

成
し
だ
い
供

用
開
始

と
な
り
時

期

は
早
く

な
る
と
の
事
で
す
。

※

今
後
は
、
イ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
秩

序

あ
る
産

業
の
育

成
と
イ

ン
タ
ー
周

辺
の
ア
ク
セ

ス
道
路
（

広
域
農
道
や

県
道

号
線

を
始
め

と
す
る
県
道
）
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の
整
備
が
重
要

で
す
。
高
速
道

を
通

過

す
る
だ
け
で
な
く

、
イ

ン
タ
ー
で

降

り
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
宝

の
持
ち
腐
れ

で
す
。

広
報

特
別
委

員
会

広
報

特
別
委

員
会
の
仕
事
は
定

例

議
会
が
終

わ
っ
て
か
ら
始
ま

り

ま

す
。
原
稿
作

り
だ
け
で
な
く

、

校
正
段
階

で
全

て
の
紙
面

に
目

を

通
す
こ

と
に
よ
り
、
議
会
の
流
れ

を
再
確
認

で
き
る
場

で
も

あ
り
ま

し
た
。

※

私
も
ほ
ん

と
う
に
よ
い
勉
強

を
さ

せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
が

、
な
か
な

か
自
分
の
「
夢
来

甲
賀
」

に
生

か
せ

ま
せ
ん

。
教

員
時
代

の
学
級

通
信
や

学
年

通
信

か
ら
抜

け
出
せ
ず

、
文
字

ば

か
り
で
申

し
訳

あ
り
ま
せ
ん

。

な
お

、
後
半

の
２
年

間
も

広
報

特

別
委

員
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん

の

お
役

に
立
て
る
よ
う
励
ん

で
ま

い
り

ま

す
。




